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表現主義　　ノーバート・リントン
表現主義って何？
人間の行為は全て何かしらの芸術表現である。その中でも視覚効果により感情やメッセージを提示する、20世紀（特に中部ヨーロッパにおいて）の芸術が「表現主義」と呼ばれる。しかしここで注意すべきことがひとつある。それは｢表現主義｣という運動自体は存在していないということである。そのため20世紀の芸術に特有の表現能力を高めるということはなく、近代の個人主義的状況によって、芸術家の個性が特に強調された。しかし、近代の表現主義によって獲得された重要なものが1つある。それは抽象的構成の絵が、主題を持つ絵と同様の効果を持つという発見である。これは、19世紀の初めから、音楽の直接な影響力を発見した画家によって、説明や描写の作用などを借りずに伝達する創造様式が見出されてきたからである。彼らの自由性はロマン主義としばしばのナショナリズムによって推し進められ、その一部は英雄的先駆者としてアカデミーの伝統に取って代わる新しい伝統を提供した。

表現主義の形成に影響を及ぼした芸術家達
宗教改革直前の芸術家

· デューラー、アルトドルファー、ボッス→黙示録的不安

· グリューネヴァルト→今日も称賛、模倣される

20世紀の表現主義者たちは、これらの表現主義的資質を持った芸術家の芸術、民族芸術、非ヨーロッパ芸術、原始芸術、子どもや精神病者の芸術などに関する著作に触れることにより、古典的理想主義に代わるものになじんでいった。

しかし、西欧芸術の古典主義の伝統にさえ、表現主義を支える要素はあった。

バロックの芸術家　17世紀
· エル＝グレコ→ベネチア派、個性的かつ熱烈な筆使い

· ルーベンス→率直な感情表現、近代主義的

· レンブラント→オランダ派、色彩、明暗法、筆使いなどの手法の重視

これらの絵画的手法の重視と、ルネサンスにおけるミケランジェロが導かれた構成及び形態のねじれという2つの例は表現主義において重要な意味があった。

前期のロマン主義の芸術家　18世紀

· ゴヤ、ブレーク、フリートリヒ、ドラクロワ

→ロマン主義の芸術家達は自己反省と社会的関心を促す運動の促進に貢献した。

　抑制されない個人主義によって普遍的真実が生まれるという矛盾した合意が誕生する。

新古典主義の芸術家　18世紀
· ダヴィッド→古典主義を再興

アングルその他の手法により、ますます抽象的なものへと変化。

プリミティヴィズムの初の様式状の貢献。

後期のロマン主義の芸術家　19世紀

· ゴーギャン→西欧文明の拒否、感情的な形態と色彩を称賛

· アンソール→ショッキングな主題と技法

· ムンク→幻想的イメージを用いて私的惨めさを表現

· ゴッホ→自然の変形、変色

これらの画家達が近代の表現主義者たちの直接のモデルとなった。

絵画以外の分野で活躍した偉人

· ロダン→力強い感情の訴え

· ドエトフスキー→病んだ感覚の提示

· イプセン、ストリンドベリ→攻撃的手法の演劇

· ニーチェ、ルドルフシュタイナー

またカメラの誕生やアール・ヌーヴォーの登場も革新的な変化をもたらした。

表現主義の誕生

18世紀後半のシュトルム・ウント・ドラングを経て、近代ドイツでは絵画以外の分野においても表現主義が花開くことになる。しかし近代ドイツは政治的にも社会的にも混乱していた。ドイツの芸術界は連邦制度によって各都市の競争であり、それぞれがアカデミーを有し、アヴァンギャルドを容認していた。中でもベルリンは保守的な土壌から新しい芸術を擁護する文化の中心へと変わっていった。

しかしながらドイツ官界は、比較的リベラルであるはずの表現主義者に、政治的弾圧を加えた。進歩的な地方都市ではアヴァンギャルドの活動を支援したが、彼らが有利な状況を獲得するには何十年もかかった。

表現主義の概観

表現主義には、ドレスデンの「橋」（1905－1913）と自称するグループと、「青騎士」に支援されたミュンヘンのグループの２つが主たるものであった。これにはココシュカ、ファイニンガ－などが所属しており、パウラモーダーゾーン＝ベッカーは表現主義の先駆としてみなされる。また、フォービズム運動は表現主義に大きな影響を与えた。

時代的には、絵画における表現主義は第一次世界大戦以前が最盛であり（文学や建築における表現主義は戦後も展開された）、戦後はダダ運動、バウハウス、新即物主義が優位にたった。

　しかし、ここでも強調されるのは自らを表現主義者と宣言したグループは存在しなかったということである。表現主義とはあくまで外側からの名づけであり、１９世紀の写実的な自然主観主義に、単に対するものとして、その呼び名が広く使用された。

橋　Die Brücke

　
建築学生を中心に作られたグループ。この名は過去と未来の架け橋になろうという創始者の意図を示すものであった。

・エルンスト・ルートヴィヒ・キルナー

・エーリヒ・ヘッケル

・フリッツ・ブライル→近代の理想的田園主義を示唆

・カルル・シュミット＝ロットルフ

· エミール・ノルデ→強いペシミズム

彼らの作品には自らの感情を主題とし、空間をゆがめるという点ではフォービズムの画家たちと似ている。さらにキュビズムの影響も受けていうる。彼らが主として求めたものは広く一般に語りかけるということだったが、実際にはそれほど結束の固いグループではなかったし、作品は時代の不安や苦悩を表現するようになっていった。当時のドイツには社会構造の変化に伴う教育制度の矛盾が若者たちの重く破壊的な作品へと促す土壌があった。そして1913年解散となった。

青騎士　Der Blaue Reiter
　

カンディンスキー、マルクを中心として作られた年鑑「青騎士」から名前がきているグループ。

自分たちの手段と、強い衝動を吟味する必要を感じて、用語を作り、それによって個人的なメッセージを公式化していった。理論を求め、構成的ではあるが叙情的な芸術の国際的運動体であった。

1911年 カンディンスキー、マルク「新芸術家協会」退会

「青騎士」編集を既に計画

1911年10月・1912年2月

「青騎士」編集委員会、展覧会を組織する（カンディンスキー　、マルク、マッケ、ヤウレンスキー、クレー、カブリエーレ・ミュンター、マリアンネ・フォン・ヴェレフキンがグループを構成していたと考えられている）

　　　　　　　　対象は広く、ヨーロッパ中のモダンアート（ブルリューク兄弟、ドローネー、アンリ・ルソー等）に及んだ。「今日、芸術の全分野で目に付く芸術的表現の可能性を、これまで以上に広げようとする基本的傾向」をもったあらゆる努力が、一堂に会する場を提供するのが目的。

1912年5月　ドイツ・ミュンヘンにて「青騎士」という年鑑が出る

　　　　　　編者はカンディンスキーとマルク

1912～1914年　ベルリン、ケルンに重点をおきドイツ中で「青騎士」の絵は展示される

その後、第1次世界大戦により、マルクとマッケが戦死するなど「青騎士」の活動が妨げられていく。

ヴァシリー・カンディンスキー

1896年にモスクワからミュンヘンにわたり画家を志す。主題そのものには寄りかからない。絵の目に見える内容を直接に人間の内面生活に結びつけようとする。

絵画的手法を、画家の内なる感情的、精神的な衝動と調和させることで成る芸術は、人々を精神的世界に目覚めるのを助けると考えた。

音楽によって理論分析に導かれ、直接的表現の追及を促された。

フランツ・マルク

　動物を自然のリズムと一致したものとして捉え、象徴的なイメージとして描いた。

ドイツ軍に入隊後、戦死。

ウィルヘルム・ヴォーリンゲン
　「青騎士」を支持。著作の中で、古典的芸術の特徴は自然に対する外交的な態度であるのに対し、より厳しい環境にある北国人の作り出すものの中には抽象への傾斜が目立つということを明らかにした。

嵐　　Der Stürm

　1912年、ヘルヴァルト・ヴァルデンによる画廊と美術雑誌。ベルリンにおける現代美術の討論の場を提供。ケルン分離派展では落選した「青騎士」の作品なども加えた展示会を開催。国際的なモダニズムをベルリンにもたらした。雑誌にはカンディンスキーの『芸術における精神的なもの』の抜粋も掲載。

オスカー・ココシュカ
　ヴァルデンの後援を受けた、チェコ出身のウィーンの表現主義者。ナチスには退廃芸術家の烙印を押され、本人もそれを採用してみせるなど激しい個性を示し、個人主義を体現した。表現主義が、個人の経験を伝える目的として芸術を利用するということを意味するのだとすれば、この個性は彼が卓越した表現主義者であったことを示す。充分に率直なものであれば、偏見を持たない観客にはたやすく伝わるだろうという仮定のもとに、だいたい、直接の個人表現に頼った。
第一次世界大戦後のドイツ芸術

美　術
ダダイスム、新即物主義およびエレメンタリスムと呼ばれるグループになる傾向があったが区別はなく、相反する信念を持った画家らが協会やグループを通じ共同制作を行い、その協会やグループの間を自由に動き回っていた。表現主義はモダン･アートの一部としてすでに伝統的に深く受け入れられていた。「橋」「青騎士」の影響を受けながらも新即物主義は抽象芸術を拒否し、自然主義への回帰を提言しようとした。

・リヒャルト・ヒュルゼンベック→『ダダ年鑑』(1920年)にて表現主義へ鋭い攻撃をする。

・ゲオルゲ・グロッス→社会の腐敗を折衷的自然主義の手法で誇張表現。

・ジョン・ハートフィールド→フォト･モンタージュ

・マックス・ベックマン→新即物主義

・フランツ・ロー→『後期表現主義』(1925年)にて、マンハイム展で新即物主義として集められた作品に向けて”マジック･リアリズム”という呼称を提案する。

彫　刻
この時代のドイツ彫刻には述べるべき事項はほとんどない。新即物主義の一部であり、調和を失うことなく、伝統を捨て去ることもなく、ある程度ねじれを用いた表現が限界。

・ウィルヘルム・レーンブリュック→威厳はあるが哀愁に満ちた人物像を制作

・エルンスト・バルラッハ→親しみやすい中世風の人物像を制作

・ゲオルク・コルベ

建　築
建築上の表現主義は、絵画におけるそれに呼応するように、個性を強調している。戦後において、風変わりな設計の幾分かを実体化する機会が与えられるようになった。1918年から1923年の間は、美術を除いたあらゆる点で表現主義が頂点を極めた。1919年にはワルター・グロピウスがワイマールにバウハウスを開いている。インダストリアルデザインと建築デザインを学ぶところとして有名になるが、当初は表現主義の旗印の下で設立された。バウハウスに関わったスタッフのほとんどが構造的な、「青騎士」型の表現主義である画家であった。

・メンデルゾーン→『アインシュタイン塔』(1920－21年)

・ハンス・ペルニチィッヒ→『グロッセ・シャウスピールハウス』(1919年)

・ブルーノ・タウト→1920年から1922年の間、雑誌『曙光』を出版。

・ワルター・グロピウス→1919年、ワイマールにバウハウスを開く。

・ヨハネス・イッテン→スイス生まれ。シュトゥットガルトのアドルフ・ヘルツェルの下で学び、1916年ウィーンに絵の私塾を開く。その後グロピウスに招かれバウハウスで講座を開くが、1923年学校の方向転換に反抗し、バウハウスを去る。

・クレー→「青騎士」メンバー。1930年までバウハウスにとどまる。『造形思考』

・カンディンスキー→「青騎士」メンバー。1922年から1933年学校閉鎖までバウハウスで教える。『点･線･画』(1926年)

その後の美術、デザインの中にも多かれ少なかれ表現主義の存在を指摘することができる。第2次世界大戦以降もまだ表現主義の傾向は続いている。

考察

表現主義は自己の内的世界を表すという点から捉えると、全ての芸術家が表現主義者であると言うことができてしまうであろう。実際、20世紀始めのヨーロッパではフォービズムを始めとした内面世界を描く芸術が広がっていた。だがフォービズムが流布する中にあって、なぜ特に表現主義と呼ばれグループがドイツにおいて発展したのだろうか。それには２つの理由が考えられる。

1つ目の理由としては、文中でもゲーテやヴォーリンゲンが示しているように、ドイツには地理・気象的条件も併さった思索的土壌が整っていたという事実を挙げることができる。彼らの内向的思考は自らの感情を独自の表現へと寄せた。表現主義の発展に大きく貢献したのではないだろうか。

2つ目として、カディンスキーの理論的貢献が挙げられる。カディンスキーは抽象的絵画を理論的に解説し、構築も行った。カディンスキーが抽象的絵画を理論的に論じ、それを形あるものとして残したことにより、後に表現主義は、カディンスキーの活躍した時間とその空間によって、ある程度位置づけられる。ただし、理論の根拠はやはりカディンスキーの内にあり、その観点からドイツ表現主義はカディンスキー中心に成立していったとも言えるだろう。

以上の2点が、ドイツ表現主義を支えた大きな要因ではなかろうか。

疑問点

1 コシュカのような個人主義の、見ているものの直観に頼るような作風の画家だけでは、表現主義は存在し得なかったのではないか。

②　文学や建築における表現主義は第一次世界大戦後も栄えた。どうして絵画における表現主義だけが衰退していったのか

重要語句

・　バロック

語源はポルトガル語で、「歪んだ真珠」とか「不規則な真珠」という意味である。パロックの大げさな表現や、劇場でのハイライトシーンのような感情的な表現が多いことからくるらしい。
· ロマン主義

　　新古典主義と時代を同じくして、その対立軸としてロマン主義が生まれた。しかし、ロマン主義はその方向が古代へではなく、近代へ、すなわち「個」へと向かっていた。ロマン主義は新古典主義と対立する動きとして現れた。新古典主義は、単一的で、均整のとれた美を追求した。それに対して、ロマン主義は個性美を追求し、社会の慣行に反抗し、古典主義の様式からの自由を求めた。１８世紀後半の新古典主義に著しい傾向は、社会の教訓、平静、調和、バランス、理想、合理性とあげられる。ロマン主義はこういったものに対する拒否反応ともいえる。ロマン主義は、個人、主観、不合理、想像力、自然、幻想的、怪奇的、非現実的といったものを強調した。
・　新古典主義

　　古典的なロココとバロックお感情的なスタイルがフランス革命によって衰退する。その反動で出てきたのが新古典主義である。古代ギリシアとローマ文化の「高貴なる単純と静穏なる偉大」を復興させようとする運動であった。18世紀中期に始まった新古典主義の動向は美術アカデミーの中で形骸化していき19世紀初頭には下火になり、新古典主義は19世紀のアカデミックアートへと受け継がれていく。
・　プリミティズム

　　美術史上「プリミティヴィズム」という用語がいつ頃から用いられるようになったのかは判然としないが、その起源が18世紀フランスの啓蒙思想、とりわけJ＝J・ルソー等の「ボン・ソヴァージュ」にあり、それ以降ロマン派的な思潮のなかで観念的に継承されていったことはいまや常識である。すなわち、文明によって汚されていない「善き野蛮人」は高潔な存在であり、そこから学ぶことは多大にあるのだ、と。具体的には、後年タヒチへと移り住んだP・ゴーギャンやアフリカ彫刻に触発されたP・ピカソのキュービズム絵画がすぐさま思い浮かぶが、ここでいう「プリミティヴィズム」が“文明人”と“野蛮人”という固定化した図式のもとに成立していることに注意しておこう。同様の図式は「ジャポニズム」や「オリエンタリズム」についても言えるのだが、この図式こそ最近、「西欧中心主義」やその“搾取”の最たるものとして、批判的考察の対象となっているからである。
・　フォービズム

20世紀初頭のフランス絵画の動向。1905年パリのサロン・ドートンヌで開かれた展覧会にフォービズムの絵画が登場した。型にはまったルネサンス風の彫刻を取り囲む大胆な色彩の絵画を見て、批評家ルイ・ヴォークセルが「まるで野獣に取り囲まれたドナッテロ」のようだと評したのが始まりである。彼らは目の前に見えている、実際の色彩を捨て去り、自分自身が感じている、感情の色を使った。形より色彩を重視した。主要な画家はマティスで、その他にヴラマンク、ドラン、マルケなどが含まれる。この動きは短期間で終わる。多くはキュービズムの方向へ進んだ。

・　キルヒナー(1880-1938)

ドイツ中部アシャフェンブルク出身。ドレスデンでヘッケルらと「ブリュッケ」を創設。規制の形式に反発し、創作衝動をシンボリックに表現しようとした.しかし、退廃絵画としてナチスの迫害を受ける。第一次大戦に参加したことが原因で、神経麻痺になり、５８歳で、スイスで自殺した。
・　新即物主義

　　ヨーロッパ全土を戦火にさらした第一次世界大戦。とりわけドイツにおいては、厭戦感と敗北感に起因する冷笑的・忍従的な雰囲気が支配的で、そうした時勢に対応する新しい動向が生まれつつあった。その代表的な担い手はM・ベックマン、O・ディクス、G・グロスらだが、1923年、彼らの作品を集めた展覧会を組織したマンハイム・クンストハレの館長G・F・ハートラプは、当時の国際的流行であった反抽象主義に同伴しつつ、ドイツ的な感受性の顕著な彼らの傾向を「ノイエ・ザッハリッヒカイト」と命名、大戦後の新傾向をいち早く先取りした。そのマニフェストでは、彼らの作品を「リアリズム」と位置付けているが、反＝抽象的と呼ぶほうが相応しい彼らの作風の定義としては必ずしも適切とは言えず、ハートラプがうたった「ノイエ・ザッハリッヒカイト」の精神は、その後F・ムルナウやF・ラングらの映画などで発揮されるようになる
・　ルオー（1871-1958）
表現主義はドイツで発展したが、フランス人のルオーは、ドイツ表現主義にフランスのフォービズムの色彩を加えた。ルオーはマティスと共に、モローの教室で学び、フォービズムの展示会に作品を出した。しかし、彼の色彩の暗さと主題の深さは、初期表現主義といわれる。
・　シャガール（1987-1985）
ロシア、ウィテスブルクに生まれる。ユダヤ人。ペテルスブルクの美術学校に学ぶ。１９１０年パリへ行く。画風の幻想性と非現実性がロシア政府に嫌われ、アメリカ、メキシコで仕事をして、パリに戻った。
· モンドリアン(1872-1944)

オランダ、アムルスフォルトに生まれる。アムステルダム美術学校の夜学で学ぶ。自然主義的な風景を描いていた。３８歳の時にパリにでる。キュービズムの影響を受け、幾何学的な純粋抽象の表現をめざすようになった。１９１７年、パリで「デ・スティル」グループを結成。１９２０年、「新造形主義」宣言を発表し、ヨーロッパ中に反響を巻き起こす。
・　新芸術家協会

1909年にカンディンスキー、ヤウレンスキー、ミュンターによって設立された。ユーゲントシュティールが隆盛を誇るミュンヘンの美術界に対抗。

・　ユーゲントシュティール

アール・ヌーヴォーのドイツ版。様式としては同じ。

参考

「美術史の辞典」ポール・デューロ、マイケル・グリーンハルシュ　東信堂　1998

「20世紀の美術」末永照和　美術出版　2000
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